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家庭科教育におけるエコ意識及び行動に関する研究 
―二酸化炭素の排出量を削減するエコライフの取り組み― 
 
児童学部 非常勤講師 西田 順子 
 
要旨：平成 11 年の学習指導要領の改訂から‘環境’という用語が出現し、小・中・高等学校における家庭 
科教育でもさまざまな環境学習が実践されている。しかし大学生の環境問題への意識は低く、生活レベルの 
実践を伴っていないというさまざまな研究報告がある。そこで女子大生を対象に、これまでの家庭科での学 
習内容を調査した上で、環境問題についての理解度やエコ意識がどの程度あり、日常生活でエコ行動が実践 
されているのか実態を把握する。持続可能な社会をめざすことは家庭科教育にとっても重要な課題の一つで 
あり、学生の意識変革を促す環境学習は重要な位置づけにある。従って、教材開発や学習プログラムの作成 
など、環境配慮行動を促す教育実践の方法や工夫を検討する必要がある。次世代を担う教員養成課程の女子 
大生への環境学習を大学で深めることによって、受講後温暖化対策への意識がどう変化し、日常生活でエコ 
ライフを実践できる知識や行動が、どう変容したかを調査分析し、環境学習の重要性を検証する。 
 
キーワード：エコライフ、エコ意識、エコ行動、家庭科教育、環境教育 
 
1.はじめに 
 現在の地球は過去 1400 年で最も暖かくなってい
ると言われており、モナコで開催された COP22 では
地球の気温の上昇が 1.2℃となり、パリ協定では 22
世紀までに上昇を 2℃以下に抑えることは難しいと
いう報告がなされた。気温や海水温が上昇し、氷河
や氷床が縮小、超大型台風、異常高温、干ばつ、洪
水、地震など甚大な自然災害が世界各地で発生して
いる。このような異常気象は、二酸化炭素（CO2）な
どの大気中の濃度が増加することによる地球温暖化
が原因とされる。温室効果ガスは、人間活動によっ
て増加し、その中でも CO2 は主に化石燃料（石炭、
石油など）を燃やすことで発生する。このように地
球レベルでの環境問題は深刻であり、私たちは地域
レベルさらに生活レベルでの意識変革を迫られてい
る１）。 
 また 2014 年 11 月には、ユネスコ及び我が国の共
催により、名古屋及び岡山にて「持続可能な開発の
ための教育（ESD)に関するユネスコ世界会議」が開
催された。「持続可能な開発」とは、将来世代のニ
ーズを満たす能力を損なうことなく、現代世代のニ
ーズを満たすような社会づくりのことを意味してい
る。環境の保全や経済の開発、社会の発展を調和の
下に進めていくこと、一人ひとりが世界の人々や将
来世代、また環境との関係性の中で生きていること
を認識し、行動を変革することが必要とされており、
そのための教育が「持続可能な開発のための教育」
（ESD)である。 
 ＥＳＤの目標は、「すべての人が質の高い教育の恩
恵を享受し、また持続可能な開発のために求められる
原則、価値観及び行動が、あらゆる教育や学びの場に
取り込まれ、環境・経済・社会の面において持続可能
な将来が実現できること」とされている。 
 今日、世界中が抱える現代社会の課題を自らの問題
として捉え、身近なところから取り組むことにより、
それらの課題の解決につながる新たな価値観や行動
を生み出し、そしてそれによって持続可能な社会を創
造していくことを目指す学習や活動、つまり、持続可
能な社会づくりの担い手を育む教育が重要である２）。 
 
2.研究の背景と目的 
 世界でもさまざまな取り組みが進められており、わ
が国においても国や行政は毎日の暮らしの中で CO2
の排出量を減らすＥＳＤの取り組みを推進している。
その取り組みの一環として、カーテンによる太陽光の
調節やクールビズ・ウォームビズによる冷暖房機器に
頼らない過ごし方の工夫や、冷暖房の温度を控えめに
設定することを推奨したり、車通勤を見直したり、風
呂の残り湯を洗濯に使ったり、シャワーを流しっぱな
しにしないこと、家族が同じ部屋で団欒し、冷暖房や
照明の利用を削減したり、環境にやさしい買い物キャ
ンペーンをするなど、毎日の暮らしの中で CO2 の排出
量を減らす工夫などエコライフのすすめを提案して
いる３）。 
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誰にでもできる身近なことから CO2 の排出量を削減
していくことが緊急の課題である。 
(1)学校教育の課題  
 2008 年、日本学術会議で提言された「学校教育を
中心とした環境教育の充実に向けて」では、環境問
題への最大の近道は本格的な「環境教育」にあると
報告している。環境に対する態度や問題意識は、幼
少期の体験によって大きく左右されるが、わが国の
環境教育活動は、主に市民、NPO/NGO 主導により進
められてきており、すべての子どもたちが幼少期か
ら自然体験や農業体験の機会を持ち、バランスのあ
る環境教育を享受できているとは言えない。学校教
育における環境教育の意義を再確認する必要性があ
ることを提言している。「環境」に対する基礎的知識、
人間生活との関係、地球環境問題の現実と原因、環
境問題解決には産業のあり方・都市のあり方・ライ
フスタイルのあり方などの革新が求められているこ
とを理解すべきであり、学校教育の中に「環境教育」
を位置づけ、大学・大学院においても環境教育関連
の履修コースを補強することや、「環境教育」にかか
わる教員の資質と専門的能力についての水準を設定
するなど提言としてあげている４）。 
 
(2)小・中・高等学校学習指導要領（家庭編）での 
「環境教育」に関わる主な内容 
文部科学省（平成 20 年告示）５） 
★小学校（平成 20 年版） 
Ａ、家庭生活と家族 
Ｂ、日常の食事と調理の基礎 
Ｃ、快適な衣服と住まい 
Ｄ、身近な消費生活と環境 
●環境に配慮した生活の工夫について、次の事項を指導する。 
ア、自分の生活と身近な環境とのかかわりに気付き、物の使い
方などを工夫できること。 
 
★中学校（家庭分野）（平成 20 年版） 
Ａ、家族・家庭と子どもの成長 
Ｂ、食生活と自立 
Ｃ、衣生活・住生活と自立 
Ｄ、身近な消費生活と環境 
●家庭生活と環境について、次の事項を指導する。 
ア、自分や家族の消費生活が環境に与える影響について考え、
に配慮した消費生活について工夫し、実践できること。 
 
★高等学校（平成 21 年改訂・告示） 
→「家庭基礎」2 単位、「家庭総合」4 単位、「生活
デザイン」4 単位から 1 科目を全員必履修 
 
「家庭基礎」：ライフスタイルと環境 
●生活と環境とのかかわりについて理解させ、持続可能な社
会を目指してライフスタイルを工夫し、主体的に行動でき
るようにする。 
ア、消費生活と環境とのかかわり 
イ、環境負荷の少ない生活への取り組み 
「家庭総合」：持続可能な社会を目指したライフスタイルの
確立 
●安全で安心な生活と消費について考え、生活文化を伝承・
創造し、資源や環境に配慮した生活が営めるようにライフ
スタイルを工夫し、主体的に行動できるようにする。 
ア、持続可能な消費   
イ、環境保全に向けたライフスタイルの確立 
「生活デザイン」：ライフスタイルと環境 
●生活と環境とのかかわりについて理解させ、持続可能な社
会を目指したライフスタイルを工夫し、主体的に行動でき
るようにする。 
ア、消費生活と環境とのかかわり 
イ、環境負荷の少ない生活への取組 
 
家庭科の衣・食・住領域における環境学習 
 
食生活と環境 
食生活の安全と衛生について理解させ、食料の生産や流通と
食生活とのかかわりや環境に配慮した食生活のあり方を考
えさせるとともに、主体的に家族の食生活を営むことができ
るようにする。 
ア、食生活の安全と衛生 
イ、環境に配慮した食生活 
衣生活の管理と環境 
ア、被服の選択 
イ、被服の管理と環境に配慮した衣生活 
住居と住環境 
住居とそれを取り巻く住環境について理解させ、資源・環
境などに配慮した住生活を営むことができるようにする。 
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高等学校における環境学習の３つの視点と関連用語 
包括的 
視点 
大量生産・大量消費・大量廃棄、 
環境破壊、環境保全、環境負荷、 
省エネ、ごみ問題、生活排水資源、 
エネルギー問題、地球温暖化、 
持続可能な社会  など 
生活者 
の視点 
循環型社会形成推進基本法、３Ｒ、 
環境基本法廃棄物処理法、資源有効利
用促進法、グリーン購入法、デポジッ
ト制度、環境共生住宅（エコハウス）、
グリーンコンシューマー、 
エコクッキング  など 
科学的 
視点 
室内環境汚染、シックハウス症候群 
環境ホルモン、食物連鎖、オゾン層 
ダイオキシン、温室効果ガス、酸性雨
燃料電池、紫外線、フロンガス など 
 このように小・中・高等学校における家庭科教育
では、「消費生活と環境」の領域で環境教育が実践さ
れている。そこで女子大生を対象にこれまでの学習
内容をアンケート調査した上で、現在のエコ意識調
査を実施する。女子大生の環境問題についての理解
度やエコ意識がどの程度あり、生活レベルでどの程
度実践されているのか、また基礎的な知識の習得度
がどれほどあるのかを調査し実態を把握する。 
 そして、環境教育をさらに大学で深めることによ
って、受講後、温暖化対策への意識がどのように変
化し、毎日の生活の中でエコライフを実践できる知
識や態度が変容したかを調査分析し、環境教育の重
要性を検証することを目的とする。 
 
3.先行研究 
 環境問題・環境教育・エコ意識に関するアンケー
ト調査など先行研究は多数報告されている。 
 土井は「意識と行動に関する調査」で、環境問題
への関心や知識があっても実際の行動に結びついて
いないという現状を指摘し、環境教育実践のための
課題を考察することを目的とした研究を報告してい
る６）。 
 鈴木は「高校家庭科における環境配慮に対する意
識と消費行動を促す授業の検討」で、ESD の視点を
生かした授業実践をし、家庭科教育において環境配
慮に対する意識と消費行動を促すには、問題解決の
プロセスにそった実践が効果的であることを明らか
にしている７）。 
 熊谷は、地球温暖化に関わる環境問題が深刻とな
り、教育現場でもその必要性が高まり、次世代を担
う子どもたちに地球環境問題を考えてもらうきっか
けとなる「環境家計簿記録運動」を実施。環境学習
に取り組んだことによる生活の変化を検証している
８）。 
 花田は、「大学生の環境意識に関する考察」とし
て、環境意識や環境配慮行動の現状をアンケート調
査し、環境教育を実践。その教育効果を検証し、自
らの生活行動の結果としての環境負荷に対する関心
を学生に喚起させ、環境配慮への意識づけを行った。
またエコワード認知度やグリーンコンシューマー度
がどれくらいあるのか、チェックリストを作成、調
査分析し、国民生活モニター調査と比較検討する研
究を行っている９）。 
 
4.研究の方法 
(1)調査対象者は、大阪樟蔭女子大学児童学部児童学
科に在籍する教職課程履修の女子大生 113 名 
及び中・高家庭科教育法受講者 58 名 計 171 名 
(2)女子大生の環境問題に対する意識や行動につい
ての質問紙票の作成と実施 
（平成 28 年度大阪教育大学倫理委員会の承認済） 
予備調査を 2016 年 9 月実施 
1 回目の本調査を 2017 年 4 月実施 
その場で回収し集計。SPSS(Vol.24)により分析 
(3)エコ行動の変容を促す授業実践 
 Ⅰ. 系統学習（伝達型指導法） 
これまでの学習内容を確認しながら知識の定着
を図る。環境問題に関する基礎的知識の習得 
 Ⅱ.個別学習として、環境家計簿の記帳、実践報告 
 Ⅲ. 経験学習（体験学習） 
①  エコクッキングを実施。食材の買出しからご
みの減量など環境に配慮した調理実習の取り
組み 
②  被服実習では不要な布を使った小物の製作。 
 3Ｒの取り組み 
 Ⅳ.問題解決学習（グループ学習） 
環境に関する題材のテーマの設定 
学習指導案の作成、教材準備 
模擬授業の実践（班で 45 分、１人 7～8 分） 
(4)環境配慮に対する意識及び行動の変化の検証 
2 回目の調査を 2017 年 7 月実施  
その場で回収し集計。SPSS(Vol.24)により分析 
(5)まとめと今後の課題  
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5.女子大生のエコライフの取り組みの実態 
 エコ意識やエコ行動についての意識調査結果 
（統計処理 SPSS Vol.24 による分析） 
5-1. 対象者の属性（ｎ＝171） 
(1)家族形態は、約 78.4％が核家族であり、家族数
は 4人家族が 48％で一番多く、5人家族が 25.1％、
3 人・6 人家族が 10.5％、7 人家族が 2,9％、8 人
家族の 4 世代が 0.6％、一人暮らしと 2 人家族が
2.3％であった。 
(2)家族との団欒場所は約 91％が居間で、約 8％が台
所であった。 
(3)居住形態では、一戸建てに居住している学生が約
77.2%で、個室があるが約 86％であった。 
(4)通学手段は、ほとんどの学生が自宅通学で電車を
利用している。バスや自転車を併用している学生
は約 15％であった。約 1 割の学生が自動車を利用
していた。自宅外通学の学生は、寮か一人暮らし
で、徒歩か自転車が多かった。 
5-2. エコライフの取り組みの実態 
(1)「エコライフをイメージするキーワード」につい
て調査した結果を図１に示す。‘省エネ’から‘ラ
イフスタイルの変革’まで 15 項目のうち、一番多
かったのが「節水」「節電」で 87.7％であった。
次に多かったのが「省エネ」「リサイクル」で、一
番少なかったのが「我慢」。次に「生物」「化学物
質」であった。 
 
(2)「あなたはエコライフを意識した生活をしている
か」を質問した結果、60.2％の学生がエコを意識
した生活をしていると回答した（図 2）。 
また、「エコライフに関する知識を深めたいかとい
う問いでは、約 8 割の学生が深めたいという回答
であった（図 3）。 
 
(3)母親の働き方を尋ねた結果は、パートが一番多
く、続いてフルタイムであった。そして、「エコ
を意識した生活をしているか」と「母親にエコラ
イフをしつけられたか」との関連を分析したとこ
ろ、有意差が見られた。学生のエコ意識に、家族
（特に母親）の影響が大きいことがわかった（図
4）。母親の働き方については有意差は認められ
なかった。 
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5-3.環境教育を受けた時期とエコ知識及び環境配慮
への行動化との関係 
(1)「エコワードの認知度」調査結果  
 これまでの環境学習に対する知識の定着度を知
るために「エコワードの認知度」を調査した結果
を図 5 に示す。「3.知っている」「2.聞いたことが
あるが意味はわからない」「1.全く知らない」の 3
件法で調査した。 
 19 項目のうち認知度が高かったのが「リサイク
ル」で「リデュース」「リユース」と‘３Ｒ’につ
いては高レベルであった。「エコライフをイメージ
するキーワード」についての問いでも「リサイク
ル」は高い数字を示していたが、今や日常的に使
われている用語として認知されているようだ。‘3
Ｒ’については、教科書等にわかりやすく説明さ
れ、学生の認知度が高くなったと思われる。環境
省が実施した「ライフスタイル実態調査」におい
ても、「3Ｒ」の認知度は年々増加しており、認知
度の高さが報告されている 10)。 
 しかし、最も低かったのが「カーボンフットプ
リント制度」で「ＥＳＤ」については認知度が低
かった。今後、環境学習において知識の定着度を
高めていかなければと感じる結果であった。 
 
(2)環境教育を受けた時期について 
 さらに、環境に関する知識の定着度を知るため
に「いつ環境教育を受けたか」を調査した。その
結果、小学生の時が 86.5％と最も多く、次に中学
生の時で 70.8％、高校生では 50.3％、大学生で
45.6％と徐々に環境学習を受けた割合が減少して
いる。確かに小学校の教科書を見ると、環境に関
する記述は多く、わかりやすく説明されている。
中学校や高等学校では時間的な制約もあり、環境
学習に多くの時間が割かれていないのではないか
と推察する。従って「環境に関する学習の内容を
覚えているか」の問いには、‘よく覚えている’
と答えた学生は、約１割でごく少数であった。 
 
(3)また「環境教育を受けた時期」と「環境教育の必
要性を感じるか」との関連性を調べた結果を図 6
に示す。‘必要性をとても思う’‘少し思う’と
答えた割合が高く、さらに大学でも環境教育を行
う必要性を感じる結果となった。 
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5-4. 環境に配慮したエコ行動の現状 
(1)環境に配慮した日常生活でのエコ行動について
‘学生自身が実践しているエコ行動’と‘家族が
実践しているエコ行動’について 20項目調査した。 
 「非常によくあてはまる」（5 点）、「当てはまる」
（4 点）、「少し当てはまる」（3 点）、「あまり当て
はまらない」（2 点）、「全くあてはまらない」（1
点）の 5 件法で調査した（表 1）。 
 
（表 1）環境に配慮した日常生活でのエコ行動の項目 
質 問 項 目 
1.誰もいない部屋で電気がつけっぱなしになっていたら消す。 
2.部屋での冷暖房が効きすぎないようにする。 
3.テレビをみないときは、コンセントを抜く。 
4.パソコンを使用していないときは、電 源 を 切 る 。  
5.個室ではなくリビングで家族と共に暖房をシェアする。 
6.歯磨きの時、お水を出しっ放しにしないようにする。 
7.お風呂でのシャワーを流しっぱなしにしないようにする。 
8.シャンプーやリンスなど、詰め替え商品を使う。 
9.湯沸かし器やお風呂のたね火をつけたままにしない。 
10.風呂は間隔をおかず入るようにし、追い炊きをしない。 
11.日常生活において、できるだけごみを出さないようにする。 
12.紙パック、スチール・アルミ缶、ペットボトルは分別する。 
13.食器を洗うとき、水を出しっ放しにしないようにする。  
14.油や食べかすなどを、排水溝から流さないようにする。 
15.食材の買い物は、マイ（エコ）バッグを持参する。  
16.外出時に、水筒やタンブラーなどに飲み物を入れ持参する。 
17.環境配慮商品を買うようにする。 
18.古着をフリーマーケットなどに出し、リサイクルする。 
19.着ない服はごみにせず、ほしい人に譲る。 
20.家族と、節電やごみ問題についての話をし意識を高める。 
 
(2)「学生自身が実践しているエコ行動」についての
調査結果を表 2 に示す。平均値が最も高かったの
が「詰め替え商品を購入」で 4.61 点、次に「電気
をまめに消す」で 4.55 点であった。最も低かった
のが、「テレビのコンセントを抜く」で 1.54 点、
次に低かったのが「節電やごみについての話し合
い」で 2.13 点となった。 
(3)「家族が実践しているエコ行動」について調査し
た結果は平均値が最も高かったのが「ごみの分別」
で 4.36 点、次に「電気をまめに消す」が 4.26 点
であった。 
(4)次に「学生自身のエコ行動」と「家族のエコ行動」
を 100点満点で評価した点数の比較を図 7に示す。
‘学生自身が実践しているエコ行動’の平均点が
68.7 点、‘家族が実践しているエコ行動’の平均
点が 70.6 点と、両者の関連をχ２検定で分析した
ところ有意差が見られた。有意確率  .004  (両側) 
 
表2.エコ行動(学生)の平均点（5点満点） 平均値 
8．詰め替え商品を購入 4.61 
1．電気はまめに消す 4.55 
6．歯磨き時水を出しっ放しにしない 4.43 
4．パソコンの電源を切る 4.39 
2．冷暖房が効き過ぎないようにする 4.00 
12. ごみの分別をしている 3.85 
9．湯沸かし器の種火を消す 3.85 
5．家族と居間でウオームシェアする 3.84 
13. 食器洗い時水を出し放しにしない 3.75 
 7．シャワーを出しっ放しにしない 3.64 
14. 油や食べ滓など排水溝に流さない 3.59 
16. 水筒やタンブラーを持参する 3.47 
15. 買い物時にマイバッグを持参する 3.20 
10. お風呂は追い炊きしない 3.04 
19. 着ない服をほしい人に譲る 2.98 
17. 環境配慮商品の購入に努める 2.74 
11. ごみの減量に努める 2.73 
18. 古着をフリーマーケットに出す 2.40 
20. 家族と節電やごみについて話す 2.13 
3．テレビのコンセント抜く 1.54 
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5-5.  まとめ 
(1)調査対象者の家族構成は、ほとんどが核家族であ
り、大部分の学生が自宅通学者であった。 
 一戸建てに居住し 9 割近い学生が個室を持ち、家
族の団らん場所は居間であると答えている。ほと
んどの学生が電車通学をしており、自動車を利用
している学生は 1 割であった。 
(2)エコライフを意識した生活を約 6 割の学生が実
践しており、学生のエコ意識や行動に家族（特に
母親）の影響が強く有意差がみられた。家族のエ
コ意識や環境配慮行動が学生のエコ意識やエコ行
動と関連するという結果が得られた。 
(3)学校教育で環境学習を義務づけられ実践されて
いるにもかかわらず、学習内容については、ほと
んどの学生が覚えていないと答えており、エコワ
ードの認知度もそれほど高いものではなく、知識
の定着度は低い結果であった。 
(4)「エコライフに関する知識を深めたいか」という
質問では、約 8 割の学生がそう思っており、ほと
んどの学生が「環境教育の必要性」を感じている
と答えている。 
 以上のことから、環境負荷に対する関心をさら 
に学生に喚起させ、エコ意識やエコ行動の変容を促
すための環境学習は重要であると考える。 
 「エコライフ」とは、日常生活が自然や環境に影
響を及ぼしているということを認識し、少しずつで
もできるところから環境にやさしい生活を実践して
いくことで、一人ひとりの小さな行動でも、みんな
が実施することにより、地球の環境を守っていく大
きな力となると定義している。環境配慮に対する意
識や行動が、継続化・日常化していくことが重要で、
そのためには、やはり実践を伴う学習活動の効果は
大きいと考える。 
 
6.エコ行動の変容を促す授業実践 
 アンケートの調査結果にもとづき、学生の環境に
関する意識の向上、エコ行動の変容を促すための独
自の学習プログラムを作成した。 
(1)これまでの学習内容を確認しながら環境に関す
る知識の定着を図り、環境問題に関する基礎的な
知識の習得に努めた。 
(2)個別学習として、環境家計簿への記帳をし、レポ
ートにまとめ、その実践報告を課題とした。 
①従来の「環境家計簿」記帳実践を、平成 28 年の秋 
期に実施した。各家庭で消費するガス代・電気代・ 
水道代など光熱費を「環境家計簿」に記帳すること 
によって、どれ位エネルギーを使い CO2 を排出して 
いるのかを確認する。同時に、家庭から出るゴミの 
量や紙パック・ペットボトル・アルミ缶などの利用 
数の調査をし、調査結果をまとめた後、‘地球に優し 
い暮らしを考えよう’をテーマに、レポートにまと 
め考察する課題を与えた（表 3）。 
 日常生活でどれ位エネルギーを使い、CO2 を排出
しているかを検証する良いきっかけにはなったが、
長く続けるには難しいという意見が多く、もっと継
続化、日常化できるような内容の検討を行なった。 
 
表 3. 従来の「環境家計簿」記帳例 
A.１世帯当たり CO2排出量を計算する。 
【二酸化炭素排出量をチェック】 
 
 
B.家庭から出るゴミの種類と量の調査 
（大阪府 HP「環境家計簿」暮らしの CO2チェックより） 
 
 
 
項 目 使用量 
× CO2 
排出係数 
 
CO2 
排出
量 
基  
本  
料
  ＝  
金 
額 
水道    × 0.36 ＝ (kg)   ＝  (円 ) 
電気    × 0.516 ＝ (kg)   ＝  (円 ) 
ガス   × 2.29 ＝ (kg)   ＝  (円 ) 
LP ガス(㎥)   × 6.5 ＝ (kg)   ＝  (円 ) 
ガソリン   × 2.3 ＝ (kg)   ＝  (円 ) 
灯油   × 2.5 ＝ (kg)   ＝  (円 ) 
 CO2 排出量の合計 
項 目 
使
用
量 
× CO2 
排出係数 CO2排出量 
ゴミ 
 
× 0.34 ＝  (kg)    
アルミ缶  × 0.17 ＝    (kg)    
スチール缶   × 0.04 ＝    (kg)    
牛乳パック   × 0.16 ＝    (kg)    
ペットボトル   × 0.07 ＝    (kg)    
食品トレー   × 0.008 ＝    (kg)    
ガラス瓶   × 0.11 ＝    (kg)    
合 計 
 
          (kg) 
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②女子大生向けのオリジナルの環境家計簿の作成 
 従来の環境家計簿を記帳後、さまざまな問題点や
反省点などをもとに、長期に続けられるようにする
ためには、どのような項目が女子大生に適している
のか、アンケート調査を実施した。 
 学生からは‘楽しい面白いとゲーム感覚で行える
もの’‘流行に沿ったもの’‘その日にあったこと
を記入するようなもの’‘手帳にエコ活動やチェッ
ク項目を作り記入していけば意識が高まる’‘スマ
ホのアプリを利用して手軽に利用できる環境家計
簿を作成する’・・など多数の意見が寄せられた。 
 学生が得た知識を日常生活におけるエコ行動に
つなげることができるように、表 4 に示すような「
女子大生向けのオリジナルの環境家計簿」を作成し
た。15 項目の‘生活行動チェック項目’について 4
段階で自己評価をするようにした。 
 各取り組みには、「良くできている◎」「少しで
きている○」「あまりできていない△」「できてい
ない×」のうち、いずれかにチェックを入れる簡単
でエコ意識を高められるような環境家計簿を作成し
5 月から 7 月まで 3 ヶ月間実践する課題を与えた。 
 そして実践した結果を考察し、レポートにまとめ
発表する課題の実践報告をし、それぞれが取り組ん
だ「女子大生向けのオリジナルの環境家計簿」への
記帳後の反省と感想を述べ、評価しあった。 
 発表の内容については、 
①  工夫した点はどんなところであったか？ 
②  実施回数はどうだったか？ 
③  エコ行動の変容はあったか？ 
④  今後もエコに積極的に取り組めるか？ 
⑤  家族の取り組みはどうであったか？など 
 1 人 2～3 分で記帳実践報告をしてもらった。 
その内容は、‘チェック表を冷蔵庫に貼り、こま
めに記帳した’ ‘快適に過ごせることだけを考えず、
生活を見つめ直すことに努めた’ ‘「エコ活動にお
いて、家族と話し合うことにした’など、3 ヶ月間
取り組んできたさまざまな工夫や新しい気付きなど
が発表された。一人暮らしの学生にとっては生活が
かかっているわけで、大変貴重な経験となったよう
である。 
 また‘エコワード’の調べ学習では、初めて聞く
ような用語については、知識として定着するのは難
しいと思うが、意味を知る良いきっかけとなったと
思われる。 
 
 
表 4. 女子大生向けのオリジナルの環境家計簿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3)経験学習（体験学習） 
①調理実習では、エコクッキングを目標とし、食材
の買出しから、ゴミの減量、節電など、環境に配慮
した「お弁当作り」に取り組んだ（表 5） 
 調理実習実践後、次の項目について各班で報告発
表した。（１班、約 10 分） 
 
 
 
 
 
（写真 1）弁当作り 
 
 
②被服実習では、不要な生地を使った「3Ｒ」の取り
組として、小物の製作を実践した。完成後、１人約
２～３分で作品の報告発表をした（表 6）。 
 
 
 
 
（写真 2）「ランチョンマット」の製作 
 
 
（表 5）調理計画、調理手順、チームの協力性 
食材費、安全性への配慮、献立作成、盛り付け 
栄養のバランス、購入時の注意点 
環境へ配慮した点、全体の反省と感想 
 
質問項目 
 
1、冷蔵庫に食品を詰めすぎない 
 2、食器洗いでお湯の温度設定を低めにする 
 3、電気ポットや炊飯器の保温を止める 
 4、洗濯はまとめて洗濯回数を減らす 
 5、洗剤を適量確認して使用する 
 6、衣類乾燥機を使わずに、天日乾燥をする 
 7、シャワーを出しっぱなしにしない 
 8、風呂の残り湯を洗濯や庭の水やりに利用 
 9、便座の保温機能を使わない 
 10、使っていない部屋の照明はこまめに消す 
 11、夜寝る前に、主電源を切る 
 12、家族が居間でいっしょに過ごすようにする 
 13、買い物のときは買い物袋を持参する 
 14、環境に配慮された商品を選んで購入する 
 15、古着をフリーマーケットなどに出している  
（表 6）製作計画、製作手順、安全性への配慮 
環境へ配慮した点、製作費、工夫した点 
達成感は感じたか、全体の反省と感想 
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(4)問題解決学習（グループ学習） 
 日頃の生活の中から問題点を見つけ出し、環境に
関する題材のテーマを考え、学習指導案を作成し、
模擬授業の実践をする。資源には限りがあることや、
快適で環境に配慮した生活を送るための工夫につい
て確認する。題材例としては「冬の快適エコ生活！」
「3Ｒの意味を知り、資源を大切にしよう」「物を生
かす工夫をしよう」・・・など。 
 ひと班 5～6 人で 45 分、1 人約 7 分程度で発表し
相互評価をする。 
 
（写真 3）模擬授業の様子 
     
 
 問題解決的な学習とは、日常生活における様々な
問題点について、その方法を考え、実践して振り返
る活動のことである。今回の研究においては、学生
が自ら課題を設定し、主体的にその問題の解決に向
けて授業実践をする。最も大切なのは授業展開の工
夫である。学生が自ら気付き、考えたことを学習指
導案に提案していく。学習者に何を気づかせ、何を
考えさせたいのか、指導者である学生の意図を明確
にし、授業を展開することである。45 分の授業の中
で、めりはりのある活動ができるとともに、最後に
振り返りの時間をとることで、これまでの内容を振
り返り、内容の再確認をするとともに、知識や技術
の習得度や授業への意欲について自己評価ができる。 
 また教材準備も大切な要素の一つである。ワーク
シートの工夫はとても大切で、学習者が理解しやす
く、手元に残しておきたいと思うような工夫が必要
である。具体的な授業展開の仕方やワークシートの
作成については指導者の力量が問われる。 
 模擬授業についての学生の意欲は高く、指導案作
りも模索しながらも少しずつ良いものが出来上がり、
教材準備、発表とグループでの団結力も深まったよ
うである。経験を積むことによって自信も深まり、
顔の表情や声の大きさ、如何にわかりやすく説明す
れば良いかなど、試行錯誤しながら頑張っていたと
思われた。 
 
 
●学んだ事を「実践」につなげるための３つの学習 
過程 11) 
 
 
  
 
 
●発表することで付く力 
 
振り返る → まとめる → 自分の  → 話す力 
整理する  言葉にする  聞き取る力 
 
→ 考える力・共通点や相違点に気付く力 など 
 
 
7. 環境配慮に対する意識及び行動の変化の検証 
(1)学習プログラム受講後のエコ意識と行動変容を
促す授業の評価を図 8 に示した。実践してきた学習
プログラム 9 項目のうち、興味・関心がもてた内容
で、勉強になったかどうか「5. 大変勉強になった」
「4.勉強になった」「3.少し勉強になった」「2. あま
り勉強にならなかった」 「1.全く勉強にならなかっ
た」の 5 件法で調査検討した。その結果、平均点が
最も高かったのが模擬授業で 4.41 点、次が調理実習
で 4.34 点であった。 
 
(2)「学習した内容を覚えているか」の問いには、 
「よく覚えている」は約 1 割で、授業前では知識の
低さが見られたが、授業後のエコワードの認知度と
の比較では有意差が見られた(図 9)。 
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(図8) 学習内容の評価 
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得点結果  受講前  34.8 点 / 57 点満点 
受講後  41.1 点 / 57 点満点 
 
 
(3)表 1 のエコ行動について、受講後再度調査した。
その結果、平均点が受講前 68.5 点、受講後 77.3
点とエコ行動の変容が見られｔ検定で分析した結果
有意差が認められた(図 10)。 
 
(4)最後に「環境教育の必要性を感じるか」という
問いについて、再度質問した結果、ほとんどの学生
が必要性を感じると答えた（図 11）。 
 
 
8.まとめと今後の課題 
 学習プログラムでは模擬授業が最も効果的である
という結果が出たが、題材のテーマを決め、学習指
導案の作成から教材の準備と学生は活き活きとよく
頑張ったと考える。さまざまな小物を準備し、教材
を工夫した発表では、聞いている学生も参考になっ
たであろう。発表者の表情や声の大きさ、板書の仕
方など相互評価をしながらしっかり耳を傾けていた
ように思われた。 
 また環境家計簿での発表では、記帳実践するうえ
で苦労した点や新たな発見などさまざまな工夫点が
見られた。「地球に優しい暮らし」は「お財布にも
優しい暮らし」であると多くの学生が感じたようで
ある。これからも続けていきたいという感想がほと
んどであった。 
 調理実習では、お弁当づくりを各グループで献立
を考え、食材の買い出しから調理計画、盛り付けな
ど自分のお弁当箱に盛り付けられた写真を提示し、
彩りや栄養のバランス、食材費、特に環境に配慮し
た調理法や工夫など各班で発表をした。被服製作で
の３Ｒの取り組みは、できるだけ製作費にお金をか
けないで小物を作ろうということで実施したが、中
には不器用でなかなか上手に出来ない学生もいたが
一生懸命に取り組み、ほとんどの学生が完成時の達
成感があったと感想に書いていた。 
 以上、さまざまな学習プログラムを通じて、まと
める力、発表する力なども身につけられたと思われ
る。学習者は環境に関する知識を身につけ、環境配
慮への適切な行動を学び、「地球に優しい暮らし」
を実践するようになるという仮説は、授業前後にお
ける環境に配慮した意識や行動の変化に有意な差が
見られたことにより実証された。また学習プログラ
ムの評価も得られたが、効果をもたらした授業とそ
うでなかった授業、環境に対する意識や行動がそれ
ほど変化しなかった理由など、さらに分析し検証す
る必要があると考える。 
 
9.おわりに 
 学生同士のコミュニケーションを積極的に取り入
れるグループ学習によるアクティブ・ラーニングは、
新たな知識を習得できる良い機会となる。意識が低
い学生は、高い学生の刺激を受け、エコ行動が伴っ
ていない学生は積極的に行動に移している学生の具
体的な手法を知ることができる。そのような、より
効果的な教材開発や学習プログラムの作成に今後も
取り組んでいきたいと考える。 
 本研究は、まだ研究途上にあり、エコライフの意
識を高め、環境に配慮した行動の変容を促す効果的
な環境学習のあり方について、更なる検討・工夫が
必要である。環境配慮に対する意識と行動を促す家
庭科の環境に関する授業は重要であり、低炭素社を
41.1 
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(図9) エコワード認知度の比較（点） 
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(図11) 環境教育の必要性を感じるか
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構築するためにも私たち一人ひとりに何が出来るか
が問われている。 
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